
森林研究 73:1-11 2001 

論文

近畿北部におけるニホンツキノワグマ (Ursusthibetanus japonicus) 

の行動特性と生怠環境利用の季節変化

谷宏夫*・小林Jl券志**・高移1I 敦*

Studies on seasonal changes of behavioral char・acteristicand habitat use of]apanese black 

bears (UrSt目的ibe臼nusjaponicus) in the noはhernKinki district. 

Hiroo TAMATANI*. Katsushi KOBAYASHl紳 andA tsushi T AKA Y ANAGI* 

1995年から 1997il~にかけて，滋賀WHlj木村・においてニホンツキノワグマ (Ul'SUS thibe的nusjaponiclls)のメス 2似体

会ラジオテレメトリー法により追跡、し，その行動特性と ~L弘法UfHIjJfJの季節変化を IVj らかにした。 lilij似体とも各年の行

lfljJI衡には:.i'!l:干の違いがみられたものの，定~:f 'l'tの行政JI泌を布しており，調奈川 i問中の 2 i)J'(の行動lちIIiII績は1.935ha， 

2.550 haであった。行動!防空1:および生息環境利Jljは季節によって変化し，冬11民から!ほめてからQj'1Ji)J総閥を拡大するぶjりJ，

そのmtuml)~ の{ほど~{，¥'活j訟を干I]}I]する延期，それまでの行動i恐1からPlltれたj必所へ移動する初秋JUJ，総向のおい場所を集中的

iこ手IJ川寸る秋JUJ.行道}J閥会縮小して冬IIKに入る晩秋j切に分けられた。行政jパターンと随分tの関係をみると， WU]!まス

ギ・ビノキ人工林に HIJJI.する WfiJ支がJt省く，この II~'JUJ にスギ(Cryptomel均 japonica)やヒノキ (Chamaecyparisobtusa) 

に対して予告'1:するクマハギ行動との関係性が示唆された。また， f}~~ ii!Jjがおい場所の終it~Jぷ策樹林でのHl1イ1: と，火きな移

民}Jがみられた初秋l~J以降は 1渡来知:íのfJi災状況が剣先111.J11'の行動パターンに;必特を与えていることがiff;ìlliJ された。

キーワード:ニホンツキノワグマ，ラジオテレメトリー ì}~. 行動ヰ，]，tt ぐ1::.)~.rJii訪日 IJJll

The seasonal changes of behavioral charaCleristic and habita( use of lw() femalc ]apanese black bcars (Ul'SUS 

thibctanus jaρonicus) werc invcstigated with radio・tclemclrymClhod in KUlsuki villagc. Shi日aPrcfecture from 1995 

1り 1997.AlLhough lhe日hapeand size of thcir home ranges varied日li♂htlyevery ycar in the tracking periocl日， thcy 

havc rather fixecl hOll1e rangcs. Thc 10tal are乱sof tlle home ranges were 1.9:35 ha and 2，550 ha， respectivcly. Their 

habitat use changcd scasonally. Jn sprin仏 a[tむrawaking [1'0111 hibcrna1ioJ1， thcy enlargcd thcir hOl11e ranges quickly 

llntil early suml11cr. !¥[ter 1hat they slayed in 1he area wilholll remarkable enlargemcnt dllring S1Il11mer. In c日rly

autumn they travclccl in long dis1ance away [rom the日ull1merrang日目 5日verallimes. 1n aulumn 1hcy inlcnsively lIsed 

the placcs in high日ltitude.ln late <l1I11lmn they誌racluallyreduced the scale of lheir home range日inlovery small area 

towarcl hiberna(Iol1. Thむ bolhbcars were frequcntly founcl in japancse c:edar (0・yptomerinjnpoJJica) and Hinoki 

Cypre日s(Chamaec・ypnrisobtusa) planlations in summer. when the bark stripping damage on those 1wo species by 

bears occlIrred frequently. '1、heirtendcncy 10 lravcl dist日nllyand use o[ broaclleaf fol'cおlsin high allitudc after e3dy 

autum日canbe explained by lI1c disll‘ibu 1ion of II・eesbearin日nllts.

Key words: japanese black bear. r日dio-telemelry，behavioral characleristic. habitat use 

1.はじめに

ニネンツキノワグマ (Ursusthibeianl1s japoniclls ; 

以下クマと略す)の近競北部地域111i1体併は，京都府北部

の I~l r!.~;jネカf貧弱であることと，クマハギといわれる HtI;j本

木の樹皮剥ぎ被怒の対策として行われている杭iわな駆除

が脅威になづているという恕111から，保殺すべき池j或1llil

体併に指定されている(1]本lIi1i乳類学会， 1997)。地域

1母体椛を保護するためには，クマの抜態に去らづいた生息

地の管理I!や. 11母体鮮の特性や被の現況を把iHlしたJ二で
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の 被 特J:IJ!を実施する必裂があるが， 1fQも法礎的な情報

の一つで、ある行動に関しては， 1Ii¥41:県での削(大迫，

1995， 1996) しか9;11られておらず，さらなる制ゴ!ijがのぞ

まれている。

クマは直接観察で、きる機会が少ないため，その行動;ill;J

には抵波によって肉!tれた場所から11母体の位置11を主11るこ

とができるラジオテレメトリー法がJflいられてきてお

り， I-:に1:1:1部地)J以:1との冷j晶子日:務葉広葉樹林分布域にお

いて，行動闘のI'¥eii'tや而符L出動内容，息環境手IJmな

ど11母体レベルの'情報や， 1lðl体 1m の宇11立作用などの'i'i~I?:出が
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集較しつつある(羽iiら， 1985a， b， c;水型f.型J-III札

1985 ;米IH，1996;.本日iら， 1999)。しかし， 日光地H

(;]:J i:ftら， 1985c)や1'1:1央アルブス北部(本11Iら， 1999) 

では，調i!HIM体が年間を通じてブナーミズナラ1t下落など

の落葉広諮樹林を選好していたのに対して，制)1:県では

スギ植林地に対する選好性がみられた(大;l@， 1995， 

1996) ように，生息環境手IJIIH土地j必によって 5J~. なってい

ると予恕されるため，地主主f肉体得ごとの現況把掃が求め

られる。特に， EI光地方 (;PJirl:ら， 1985c)やrll火アル

プス北部(本l:llら， 1999)では， 'Xf;から初夏にかけて，

食物となる植物の子吹きに対・応したと考えられる標高

1.500m以上の地域への移動がみられたが，生息地の大

部分が標高1.000m以下の近畿北部地域では，この11寺JUJ

にどのような行動がみられるのかよく分かつていない。

ーヅJ，クマの食物となる高菜草木紳群が分布する地域

ではクマハギ被容が少なく(八ネ111，2(00)，低水府の椴

被準が低く種数が多い林分，クマの食物となるi夜来棋が

多い林分でクマハギ被容が少ない(古mら， 2001) との

指摘があり，クマハギは採食行動であることが示唆され

ている。クマの行動パターンには食物の分布条件が影響

を及lましているため(水!J!I'・野IIJ奇， 1985)，弘明日立利

用および移動パターンを分析することによって食物の分

布を推定できると考えられる。したがって，クマハギ発

生均域におけるクマの行動を把脱することは，クマハギ

発生機構のjqIf，1悶につながることがJUJ持される。

本研究では近畿北部のクマハギ発生地域において行動

追跡調査を行うことにより，当地域で'11刊I!がなかった移

動パターンを含めて，行動特性と生息環境利用の季節変

化を明らかにし，特に食物の分布条件と行動の関係につ

いて考察した。

II.調査地および調査方法

1.調査地の概要

調査は丹波山地の東端に{立挫する安曇川流域で， 1995 

il~ G月から19971fl2):jにかけて行った(ぼ 1)。調査

地域を合む滋賀県朽木村の林野本は93% と i'~lj く，集落は

iおよびその支流沿し汁Iこ点在している。椋向は200m

から950m，j'iti'=l:はクリーミズナラlI下落，クヌギーコナラ

11下集などの終業広葉樹林，アカマツと落葉広策樹のm，交
林，スギ・ピノキ人工林などがみられる。 滋賀県気象)=J

tli (1995， 1996， 1997)によると，調子t:l訟のおよそ10km

W:Jiに位泣する今津 (1~~{i'~lj88rn) で調子官邸時 rjl に lcm以

上の積雪がみられたのは， 1995{j'.12FJ 25日から19961F.2

月24EIまで，延べ46EIIIU，199611-'.12月 2 ほから 1997.{1~ 2 

J=J23F1まで，延べ3HlIHJ， 1997:{1~12H 3 EIで、あった。

FOR RES.， 1くYOTO7:3 2001 

|主I 1.利子t.!むのIi:r:i校および地形

Location and topography of the study arca 

2. ラジオテレメト 1)ー調査

クマの1i1i殺は 2迎式のドラムf好機令mいて行った。捕

獲した似l体にはATS干d:製の諮ill首lli!111波発信機(総重殺

k{']500討を技殺し， 1994年 9月131こjに放JSえした1ft定年

齢 9才，体1]:55kgのメス個体を11母体 1，1995.{ド7FJ 26 

日に抜賊した推定年i始3才，体ヨi33kgのメスイIIi怖くを側

体 2 とした。 11日体 2 は ~rll3襲 11糾こ O 才{子を Ui員連れていた。

ラジオテレメトリー法は 2点以ヒの地点において， ¥;!t 

j皮がi誌も強く入感する方位f:fjを計測し，得られた方{立角

の延長線によって形成される交点もしくは多角形によっ

て，電波発信機の位i況を測定する方法である。本初f究で

は 3 地点から首hJlIJ した方枕fÉJ の1延長線によって7r~}哉され

た交点もしくは三fIJJ訟の1fI心を澗査側体のiJ指定点とし，

20分以内に 3:ltl!}~~から方{虫魚を言h閣できた場合の測定l!:

のみを使用した。綿資1:111寺は特に定めず¥各倒体につい

て 1日当たり 1I日lから 6釘!の位慣測定作業を行った結

県， 1l1il体 lについて1995年は166点， 1996年は179点，

1997{1~ は94点， 1話H本2について1995年は74点， 1996年

は98点の紋tiY'tiJ判定};'iを得た。

3.生息環境の分析

生息環境の分析は開高と植生について行った。i'i立生は

151岐}N~nl Jjl存続生以1 (1987)および現地踏査によって判

蹴し，占有I必般が大きく，かつクマにとっての浪袈!立が

異なると予想される「ブナクラス:lÐ~広葉樹林 (Broacl

leavecl forest in Fagus C1でnataregion) j， rヤブツバキ

クラスj或広葉樹林 (Bn泌 cllcavecl forεst in Camellia 

japoluca region) j， rアカマツ・広諜樹?見交林 (Mixecl

forest of Pinusιlensiflora ancl broacl leavecl tree) j， 

「スギ・ヒノキ人工科¥ (Plantation of Cryptomeria 

japonIca Hncl ChamaθcyparIs obtusa) j， r伐跡1lr'部

(Plant commllnities in clear-cllt area) J， iその他



j祭休研究 732001 

(Others) J の G 検~iì'l に IR分した(表- 1 )。ブナクラス

域広葉樹林には自然植生と代償ì1IEI~があり，前者はクロ

モジーブナ群集，後者はクリーミズナラl作溶，ブナーミ

ズナラ群落などによって構成されている。ヤブツバキク

ラス域広葉樹林は代償植生であるクヌギ…コナラ昨集が

大部分を I~î め， I~J r~ミキi在住はフサザクラ鮮日iがわずかにみ

られるにすぎない。アカマツ・広葉樹混交林にはヤブツ

バキクラス域の二次林として最も大きな剖殺を，~îめるそ

チツツジーアカマツ昨集，同じくヤブツバキクラス域の

ヤマツツジーアカマツ昨集，ブナクラス域に分布するア

カマツiT下落を合めた。伐倣;得議は森林の伐採跡地に鋭Jts

ItrJ成立するおな物群落や，その後組栽された幼締法林地を

合み，ブナクラス域，ヤブツバキクラス域のいずれにも

分布する。伐採してからの年数などの述いにより， i的存

の構成強は場所によって大きく jもなっている。その他に

は*111，開放水域，市街地なとcの削騒が小さい峨峨を含

めた。 岐阜県での制査によると，ブザイネ，ナラ林にはク

マの食物となる植物が存在するのに対して，スギの植林

地には年I!lJを通じてほとんど食物が存在しない(森ら，

2(00)0アカマツ・広務fJIfi.品交林にはコナラなどの落:良

広葉樹林が混在しており，食物環境の点ではヤブツバキ

クラス域Jt葉樹林に泣いと推測されるc

iHlJ J主点の誤泉純l:it{は方{立JfJの測定実i践を行って検討し

た。発信詳を持って林内を移動する人1mの方位を様々な

場所からilllJ定し，実際の発信器の{立i設と位置iJ[IJ5主j誌の誤

を検討した結果，平均4.8土 2.1 (SD) 0 ， 1設大10.0
0

のiJ!lJ じていた (11口 21)0):if立刈は推定される

訓:;JHllilf;本の{立i段からがj1 km/)llf:れた JI1! }~γCìJllJ5足したこと

が多く，この場合，慨すtHI母体の佼i況から故大手';;100mの

測定誤差がじていたと推iJ!IJされる。 測定誤差や移動':11

の1f母体をiJ!lJ定したムfiJ能性を考慮すると，訪j査{防|体が111現

した1'iU'4::は点で、はなく，点周辺として評価した方が実際

的である。このため調査地を250mメッシュに分割し，

測定点が記録されたメッシュを調査制体のH1JJt¥メッシュ

として生息環境利用の分析を行った。測定点が複数IiJI記

録されたメッシュは 1lITIのみ記録されたメッシュより

Ii2: I支が高いと考え，出現メッシュはiJllJ定点数分存在する

ものとした。各メッシュにおける標高はメッシュ中央地

点のfí~i とし， 1'1[[生に I見jずる脱tJは各M~l~の 11î17JiTIi磁を 10

段階に区分して許制した。

m.結果と考察

1. 行動特性

1-1.年間行動閣の配護

年間の行動隊IHrI積は199511三の11削4qが1.374ha，111i1村正

2が695ha，19961ドの鮒体 1が1.773ha，11，司イ本 2が

2，299ha， 1997"1'0の個体 lが885haであった(間-2) 

1995:::1~ と 1997年の行動i遂行取殺が小さかったことは，鵡資

1m始時刻jがj怪かったことと，測定点数が少なかったこと

を反映していると考えられる。一}j，1996年は 4月 i二匂

から 12月下旬まで縦続してiJlIJ7E)誌を得ることがで、きたこ

とから，年It立の行動IEI:;r ほほJ目指することができたと

えられる。 19951r:， 199711'の測定点は，大部分が1996

年の行動部内で記録されており，調査J!JJUJj'やの行動開樹

脂は11母体 1が1，935ba (l995-19961F)， 11，母体 2が

2.550ha 0995-1997 :f1りであった。栴~l県で、の成以メ

ス1181体の行動|香川i総 (1994:1ド)は1.964haで、あったこと

d< -1. +WUx:分と存!式.分に合まれる+な J~~J~l
ClassificalIo!1 of vcgctatio!1 and lhc rcprc日cnlalivc cnvir・OllI1lCntill cach lypc 

in Faglls crenata region 

8road leaved forest 
in Came//ia japonica region 

Mixed forest of丹(nllsdensiflora 
and broad leaved tree 

やlanta1もonof Cryptomeria japonica 
and Chamaecyparis obtusa 

Plant communities in clear-cut area 

var. grosseserrata 
Fagus crenata-Quercus mongo/ica、¥Iar.grosseserrata community 
Lindera umbe//ata-Fagus crenata commUlぬ切

Quercus acutissima-Quercus serrata commUl吋切
Eupte/ea po/yandra∞mmunity 

Rhododendron macrosepa/um-Pinus densiflora commur快ぜ
Rhododendron kaempferi-Pinlls densiflora communi恥ぜ
Pinlls densiflora community 

盟主 addy-field，Open water， Urban district 

lWJ:.のlベ分はJJ;V立は市"iJJLイ五七日'1:1対 (1987) にj主づく。

Classific;Jtion of ve符巴taliol1is based on i¥ctual vcgむt;JliO!1l1lap cOl11pilecl by EnvirOllI1lCnt Agcncy (W日7). 
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i究I 2. i¥lf，J:i!Ef似体の以航行動隊10例桜
Accumulative areas of the home ranges of the two bears 

から(大迫， 1995) ，近畿北部付1~11本訴における成獣メス

側f本の行動i滋百H較は2，000ha前後であると結論してよい

かもしれない。

各年の行動!畿の純聞には殺干の迷いがみられたが， J2 

FJのiWJ定点から推定される冬11民地点は行動闘の11:1心部に

あり，年によるj品所の速いはドlij111i1甘えとも約J.5k111以内と

比較的小さかったことから， w，n経古川本は冬i拠地点を中心

とした定者性の行動パターンを有していたと考えられる

(以)-3， 4， 5)。調査JUJIIfJを通じて侭11*]のiJ!!J定点は

安曇J1 1 の友洋で記鈴され，伽114~ 2の測定点は1996}ドの d

rJ2Hから17L1， 9月151ニiから24EI， 10)] 5 EIから15日

のJ(:JJIIIJを|徐い !の若干j苧で記録された。調査JVJIIlj 111， 

i可-[1tこ抑制活114~の ìWJ定点 I1り距離が 1 ，000111 ，1:)，ドになるこ

とは析であったが， 19965]:'.4)J 2 1]から17日にかけて 8

EIII1I1初段iJliJ定を行った結染， 6 1::1 IIfJ は測定点1mの距離が

1.000111以下となっていた。また， 19961ド9H 15 日から

24 Elにかけて 8日1m位協測定を行った結果，測定点IIIJの

距離が1.000111以 iごとなったのは 5[1 [l1Jあり，特に 9月

18111711寺46分には ìj[lJ定点 IIIJの距離が50111!-j， ~rごとなった。

秋IJI県太平山系(米111， 1996)，栃木県日光(鴇滑ら，

1985a) での聞と l司じように，複数似体の行動閣は近殺

していることが明らかになり，少なくとも年刊の行部JIrAl 

は他11母体を排斥するなわばりの機能をもっていなかっ

た。

1 2.行動特性による季節産分

1995年における僧体 lの娯;f.n行動i漁師簡は 6月201=1

に追跡を開始してから 7月30日までと 9月27日から10

H 2 E:lのIIIjに大きく i投力nしており 9月27日以降の移動

に伴って行!JijJ闘は南側へ移動した。 12月8Uと91:1の測

定点はほとんどl汚じ場所で記録され，その場所は199611:'

3 )J 26 FIから 4月初日のiJlIJ定点が記録された場所であっ

たことから， 12)'] 8 EIに冬u誌を開始したと考えられ

11司体 2の探続行動i設11訂績は， 7 )']26日に放献してから 8

月 7[jまでと， 10rJ 4 1]から10月初日のIlljtこ大きく]，;初日

していた。 12月6Elから1811の税iiよ点はほぼIi1Jじ地点lこ

記録され. 12 J~ 6 日に冬 III~ を 1m 始したと iWìJl!J された

(1刻一 2，3)ο 

19961[三についてみると，例制けでは 1.JJ 26FIまで、のil!1J

定点が冬11民地点と挽定される場所!河辺のきわめて狭い純

1mで記録され，行動機iを拡大し始めたのは111i1体 2と比較

して少なくとも 1ヶ月迎かった。米m(1996) は/JIi草し

たメス11母体が子グマに野生下で活動できるだけの卜分な

体力がつくまで、待って冬眠穴からIHることを鋭然してお

り，似体 1は出産していた可能性がある。その後. 11母体

1の;謀総行動|ゑi凶ifl~[ は 4 月 29 口から 5 H3011と， 8 H20 

けから 9 月四日にかけて大きく JI;~JJII しており， 10JJ24El 

，1:)、降は変化がみられなかった。 8)J 20日から 9月12日に

かけての移動を境にして行動!績は南側へ移動し. 1995年

と同様の傾向を示した。 11月以降の行動閣は縮小し， 11

)J 21 日以降の ìJllJ定点は狭い ijiìillUで集 iわして記~)l{ された。
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伐と林{日f究 732001 

i里1-:3.各本節のliI:Wtill!J定点(l995'Fl
Location points of tbe two bears during the four seasons in 1995. 

輸手11は9/25(No.llおよび10/3(No.2)以前と， 9/27 (No.l)および、10//1 (No.2) 以降の測定以を lí~!]、 111μw多 irJ)診訟で lill んだもの。
Outline日日nclosc1ocation points by ll1inill1um convcx po1ygon Il1cthod bcforc 9/25 (No.1)， 10/3 (No.2)日ndaftcr 9/27 (No.1)， 10/11 (No.2) 
re日peclivcly.

、
J 

、
、

。3/26ω4/26(No.1) i 
.. 4/29“自/3(No.l) i 
A 4/2闇 5/23(No.2) i 
隠 6/4-8/15(No.1) 
.. 5/29-8/9 (No.2) I 
+ 8/20-9/12 (No.1) I 
x 8/12-8/15 (No.2) 
o 9/15-11/14(No.1) ! 
A 8/20司 10/15(No.2) よ

殴 11/2H2/30(No.1)l' 

1り 8プ12!19JN().g.L. " 

i記1-1.季節別行動隊の同~ìi'( (199611"-) 
Locatioll points of the two bear日duringthc fivc 5e抗日on日in1996， 

'11;首:illlま6/3(No.l)および5/23(No.2) ).~、 lìíj， 6/4 -8/15 (No.l)および5/29-8/合 (No.2)，日/20(No.l)および8/12(No.2)以1%の測

定l):を故小11I 1!í~多角形11:で洲んだもの。。utlinesenclose 10calion j}oinls by mI日Imumconvex polygon method bC[OIで 6/:3(i可0.1)，5/23(No.2)， cluring 6/4-8/15 (No.1)， 5/29略8/9
(No.2)，日nc1afler 8/20 (No.I). 8/12 (No之)respectIve1y. 
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i純一 5.本的7JUfi'撮りul滋lの配!n(1997:ilo) 
Location points o[ the two bears during [our sむasonsin 1997， 

1i命説日立5/25以liii.6/4.8/12， 8/14以降の ìJlIJ5îLI誌を絞小l'h Jlj~多角 1伝法で、例lんだもの。
Oullines enclosc !ocation points by minimum CO!1vex po!ygon method beforc 5/25. during 6/，1-8/12. and after 8/14 respectively 

" '" 

2
 

1
 

椴づけられた。すなわち，冬眠から党めて行!li1J!滋を拡大

する11寺JUJ:存Wl (Spl・ing)，春JUjに拡大した行動i測内で

生活することが多い11判明:変則 (Summer)，奴)1月Jl¥Jで

大きく移動する時期j:初秋JUJ(Early autumn)， lJ'lJVJま

でとは gl~ なる範閣を利用する 11針。j: 秋 JUl (Autumn)， 

冬11民予定地点制辺の狭い範IJNで生活するII初出:晩秋Wl

(Late autumn)である(去… 2)。以下の策ではこれら

の季節i玄分に従って考祭を行った。

1 -3.移動速度

名季節における綿子t1lm休の行動特性を移動パタ…ンの

点からみるために， 24時間以内で述縦して{立 i~LiJ!lJ 定を行

った場合について 2 点 1/\jの直純距/ÎJ!~ から移動法度

(m/h) を算出した。平均移動述!支の季節変化はlilrj11母体

に共通した傾向がみられ，初秋JlJlに最大となり，晩秋JlJl

に j法小となることがI~Jらかになった(同一 G)。移動;M!

12月初日には約 4km南方の地点へ移動したが，これは

12FJ 25 1:1に冬眠地点を特定する 1]的で，筆者らが個体]

に接近したためであると考えられ， 11月下旬には冬11民地

点を決定していたとi([iJliJされる。 111i1休 2のiJliJ定点は 4月

2 Hに安張::}II~:Î J予の推定冬11民地点から 2km/IJmれ

でi記録された。県般行動!益j間続の急激なl(q加は 4rJ2E1

から29日と， 8 )H2日から151]にみられ， 11月26日以降

の測定点はL3haの純i江iで、記諒された(ぽ:1 2， 4)。

1997年についてみると， 11/ij体 1 の測定}:~(は 8 JJ 111旬を

境にそれまでの行動|恋|の市il!lJで記鈍されるようになり，

1 1月12EI から 12 rJ IO J=lの 111]に河ぴ~;1ととした1-&，12月26

El以降に冬眠を開始したと推iJ!iJされたα 1997ijoは1995，

1996年と比較して，移動を終了して冬11誌を開始するのが

Olかった(関… 2， 5)。

行動闘の配慌および娯強行動i制面が変化する11寺JtJJか

ら，クマの行動特性からみた季節13:分は以下のように特

"1<.-2・ 1刻11'11司体の行励特性からみた苧郎氏分とf子学i取の測定点数

Thむ pcrIod日o[cach scaSOl1 on bear's behavior and number o[ location j)oints in lhc sむ臼son.

1 0/21-12/4 
9/15-11/14 
8/20-10/15 
8/14-11/12 

間
一
山
部
一
例
一
的

5
一問

6
一3
一
日
刊

3
3
-
n
u
n
u
X
Q
U白

川
川
又
J
4
1
一?と

ト
ー
一
/
/
寸
/
一

乞一

2

2
一2
一

側

1
1
"
1欄

J
l

一
一
一
一
一
一

、
γ
一1

6
一O
一

什

1
2
4
円
ノ
コ

1
・一

λ
じ
/
/
/
/
づ
/
一

ド
U

一JE--ょっ乙一

削

1

1繍

1-

2
一4

5
一4
一日

3
一3

2
一2
一行30 

10/4-10/20 
8/20-9/12 
8/12-8/15 
undefined 

7/26-10/3 
6/4-8/15 
5/29-8/9 
6/4-8/12 

一
一
竹
山
部
一
位
一
円

4/29-6/3 
(4/2)-5/23 
(4/17)-5/25 

1995 No.1 
NO.2 

1996 NO.1 
No.2 

1997 No.1 
Total 
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400 

ー ゆ-No.1(1995-1997) 

正arlyautumn
(n=18) 

Summer 
(n=233) 

国・盤.NO.2 (1995-1996) 

口三五50(m/h)

臼話100(m/h)

盟主五200(m/h)

繍話400(m/h)

悶 >400(m/h)

Spring 
(nコ40)

しateautumn 
(n=11 ) 

Autumn 
(n=80) 

!ヌ1-7.各季節における修!fi)J迷)交官IJの絞り支VfrIJi1'"
(3'1'11刊のドlij似体のデ…タを合わせたもの)

Seasonal changes of moving pattern. All the data. both bears in 
three years.日repooled in each seasol1. 

¥ 

n

u

n

u

n

u

n

u

n

u

n

U

 

5

0

5

0

5

0

 

円

d

q

d

n

L

n

L

4

i

4

i

〈工

¥E)ω
一Fmw
L

パモ
ωEω
〉

O
E
C
ω
ω
苫

50 

た湖|討として，この時期は食物の分布が分散的であるた

め食物の探潔に時刻jがかかることや，終両氏)Jjjにあたるこ

とからも!t級(10に動き闘って異性と遭遇する総本.を高めて

いる I可能性をあげている。また，移動を示す活動がやや

少なく，採食等を示寸前勤が最も多く記銘された 8月一下

旬から11月Ij"Wの期間iについては，クマが強く依存する

ミズナラ林内でのJ菜食活動が反映されるとしている。秋

JUJは冬11民前に栄援を都殺しなければならない11針。jであ

り，本調査地で'50m/h以下の移動がみられた場所では，

ミズナラとクリに多数の食娘が発見されたことから，秋

則にみられた滞在の多さは，長H初日jにわたる狭い純問で

の採食行動を反映していた可能性が高い。なお，初秋j哲j

から秋開にかけて行われた移動は食物の掠然が主な日的

で、あったと考えられるのに対して，秋JUJ後半から晩秋則

前半にかけては， lIIj 11::の冬IIIV~)j)州諸辺に隠る l者?の移動も

みられた。

C
E
3コ
6
3
3

l対 G. '11;)匂移!fi)J;虫!支の季節変化
Sea日ollalchan日む ofeach bcar's me日日 movcmentrate. 

縦俸は絞殺Inl~/x~ を~<.す。

Vertical line日showstandard error 

C
Eコ
パ
ち
〈

C

廷コ判コ
m
w
k
d
L
m
w
凶

b
g
Eコ
ω

M
W
C

一」

aω

G 

2.生息環境科用

出現メッシュの際高に i刻しては， Kolmogorov幽

Smirnov検定をf1Jいて行動閤内部のメッシュとの巡を

)支のi村守幸をみると，討百点もしくはごく小さな移動を示す

50m/h.l-j，rの移動は，おJUJ，立JUJにそれぞれ35%，26% 

をiifめていたのに対して，秋JUJは46%，晩秋WJは91%を

12iめていた。 .jJ， 200m/hより大きな移動は，春期，

E正JUJ，秋JtJJ，晩秋JUJに 9%から21%を市めていたのに対

して，初秋JUJ には44% を I~Îめていた(凶-7)。以上よ

り， lfljい述慌での移動がみられる初秋加をJÆ~こ， g[JUJま

では移動している時Illjが長く，秋JUJ以降は滞在している

lI~i l1l]が長くなっていたと iltH測された。

1:1光におけるクマの活動議:における季節変化も本研究

の結果と同様の傾向を示しており，羽i授ら 0985b) は

5月下旬から 8n 11'旬に移動を治す活動が多く記録され

'd<.-3. 行ill)J1義!内部のメッシュとIJJJJLメッシュの三!とj力拡引Jj
Mcan altitudc 01' mcshcs in bcal・日 homc range 日ndin thc emergeηcc meshes. 

Late autumn 

479*キ

490* 

n山

市
ト
一
*
〉
咽

ω
一8
じ

41LW叩
4
z
a
-
-
r

u
一F
O

d

A
一

主ar包autumn

473 

468 

Summer 

373** 

366** 

S区恒産
422 

388 

Home Range 

NO.1 455 AII emergence 

NO.2 437 AII emergence 

455 Under 50m/h 476 370** 380 609** 457* 

437 Under 50m/h 385 366** 360 452 480 

Koll11o認01・ov-Smirnov+6i定のあ!f栄， 1i，!]i)JI説内部と/l¥JJiメッシュの以1'，'ljにiciSが認められた場合，樽 (p<0.05)，岬 (pく0.(1)で心したっ
取(p<0.05)and帥 (ρ<0.(1)show lhal significanl diffcrenc日is1'ound between altitude o[ !l1cshes in hO!l1c rallは'cand one of em日rは日I1CC
mcshcs with Kolmogorov除SmirnovtcsL 

NO.1 

NO.2 
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];< -;¥ .行動|な11付与liの将(lt;liIJuにおける IHJとfili以下のメッシょι数と qJJ)と{点より kさなメッシュ君主

Numbcr of meshcs which proportion o[ vegetation i日underthc mcdian in lbe proportioll in home ran広esand whicb hi♂hcr than lhe 

median. 

100 

〉訳 80 

伺ω L叩司 60 
匂(5

3 E40 
20 

。

Home range Spring Summer Early autumn Autumn Latc autumn 
AII emergence 

A No.l 178/168 19126 141/92本 1119 43157 2121ネ*

No.2 249/187 11115 75/22本* 614 34123 (0/11) 

8 Noず1 219/127 32113 119/114*本 1317 66134 (23/0) 
No.2 326/110 1818 70/27 614 53/4** (11/0) 

C No今1 248/98 30115 128/105** 1119 74/26 22/1* 
No.2 220/216 8/18 14/83** 515 10/47** 219* 

。 No.l 183/163 23122 104/129 1218 59/41 (23/0) 
No.2 220/216 1313水 46/51 614 35/22 813 

E No.l 274172 27118水* 189/44 1416 67/33* 1122ホ*

No.2 362/74 2511 95/2** 911 52/5 (11/0) 

F No.l 308/38 4312 206/27 1812 93/7 22/1 
No.2 351185 22/4 9116** (10/0) 5611*水 (11/0) 

Undcr 50m/h 
A No.l 178/168 5/12 44/33 511 12/31** 1112** 

No.2 249/187 3/5 2819* (2/0) 819 (0/5) 

8 No.l 219/127 1215 42/35 412 33/10 (13/0) 
No.2 326/110 7/1 26111 (0/2) 16/1 (5/0) 

C No.l 248/98 1314 41/36本車 214* 36/7 (13/0) 
No.2 220/21自 3/5 7/30ホ* (2/0) 6111 1/4 

D No.1 183/163 1116 30/47キ 214 34/9*不 (13/0) 
No.2 220/216 41ヰ 14123 111 1017 (5/0) 

E No.l 274172 9/8* 65/12 511 23/20ホ* (0/13) 
No.2 362174 7/1 (37/0) 1/1 1512 (5/0) 

F No.l 308/38 1611 68/9 (6/0) 41/2 12/1 
No.2 351/85 6/2 3512* (2/0) (17/0) (510) 

A: 8road leaved forcst in Fagus cれ'(Jl1ataregion 
8: 8road Icaved forest in Camellia japonica region 
C: Mixcd forest of Pinus densiflora and broad leaved tree 
D: Plantation of Cryptomeria japonica and Clwmaecy，ρads obtusa 
日Plantcommunities in clear-cut area 
F: Others 

111').とfll[以下ーのメァシュ数r!t:'.!とfll'[より大きなメッシュ放のliliiにぷす。

x 2{ift定のがill~ ， IHJJL メッシユの wsu.æ分布が行動隊 Ij~ 郎からのJUH年似と千fぷに%なっていたJめ fT ，市 (p<0.05) ，
棒 (pく0.(1)で示した。

。を{3"むデータについては検定を行わなかった(/)。

NUll1ber of 111在日h日目 isshowcd in highct・lhanthe 111むdian/ uncler thc mcclian orclcr 
'(pく0.05)and料 (pく0.01)show lh日tsignificant diffcrcnce is fO¥川clbelwcel1 frequむncydistributIol1 of 
emむrgcnccI1lcshcs and cxpectccl value from home rangcs with x 1 tc日1.
Dala inclucli抗日 oarc not lcstecl ancl showed as ( 1 ). 

8σiE38Ug38 Ug 12 

VII VII ^ 
Altitude 

Home range 
(n=346) 

Spring SUl1lmer Early autul1ln Autumn Late autumn 
(n=17) (n=77) (n=6) (n=43) (nコ13)

[] Others 。Plantcommunity in clear-岨 cutarea 

I2lPlant絞:ionof Cryptomeriajaponica and Chamaecyparis obtusa 
関 Mixedforest of Pinus densif10ra and broad leaved tree 
ロ8roadleaved forest in Came//iajaponica region 
ul Broad leaved forest in Fagus crenata region 

i究1-8. 1Iiilf本!の行動!被内r;11におけるtWle;!iI]fI'と50l11/h以ドでの移動IjiJ後における抗生前イ?の以，11- (199日 1997{Fl 
ProportioIl ()f each vcgclalion typc in No.l home r日ngeand total 011日 inl he cmCl・gcnccme日hesbcforc <1nd aftむ1・Illovcmむntundcr 

50 m/h ill 1995. 1996 ancl 1997 
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100 
) ( 誠実

咽ω叩、. 80 

恥O 60 

a E EB4四8 

。
80E38Uε38 Uε 3 Spring Summer Early autumn Autumn Late autumn 

VII VII ^ (n=8) (nコ37) (n口2) (n=17) (n=5) 

Altitude 
Home range 
(n=436) 

i究1-9. j[母体2の行[~JI患i内総における W(!J.: Wufl"と 50 rn/h以 i、・での移動前後における M'I=.'，IW合の;税対(l995~19961["') 
1'1・oportionof each vegetation type in NO.2 ho日1巴 rangeand total of one in the日mergcncerneshe日beforeand after !Tlovcmenl 1I11dcl・
50 m/b in 1995 and 1996. 

FLjJU(立以[-8(こilたずる。
A legcncl applies corrωpondingly ¥0刊誌・ 8.

検討した(表-3)。行動闘は制資iUJIIIJを;通じて観察さ

れたものとし，内部~ì詩(f的な手IJ)刊範聞と板定したっ級

生に関しては，行動関内部のメッシュにおける各植生の

IJ:j 有1m税制合から Ij~炎筒を求め，それぞれの植生につい

て，中央1ittより大きな割合のメッシュ数と工jl央組刀、 1;の

メッシュ数の比本が行動i滋内部と n¥J3Lメッシュで異なる

かどうか X2検定を)IJし、て検定した(表-4)。した

がって， 1，1司者IlIJで1i惑な混迷が認められた場合は，当該

lTf[慌の l羽絞~，lítlirがより大きい，またはより小さいメッシ

ュに出現することが多かったといえる。なお，移動1+1の

記絡を合む全ìJllJj主点と，日I~{E もしくは低迷皮での移動令

示す50m/h.l.-)、下での移動liij後に記鉱されたiJ!lJ定点は，

忠、]禁法手IJJflの観点からみた泣混成がW.なるとす主総される

ため，これらは区別して考祭した。 50111/11.1.-:1.、卜‘の移動前

後における InJJl メッシュの~:I!E!=.lújfi'UiIJ fiについては，そ

の謀討を t~1~i~6 ごとにぷし，行ifi)J 1納付 {'il;の悩 11=.iui服割合と

比較した(問 -8， 9)cl~~山は各段階に属するメッシ

ュ数にできるだけ差が生じないように， ;;;;;300m， ;;;;; 

500111， >500mの 3段階に区分したハ

2…1 .春期

111i114' 1のIHJJlメッシュは際i'，ii230mから650mのqmlJlj，
1!IH本 2 は1%~ ，'[.C230mから610mO)wa1Jflにあり， 1~~{ ，itlj {ニi均し

て行動i滋i内部のメッシュとの定述は認められなかったっ

j:j{(伎をみると， 11，';1休 1，ま{足跡;J作訴の掛合が大きいメッシ

ュに出現することが多く (ρ<0.(1)，綱引， 2はスギ・ヒ

ノキ人1:林のW!J{~が小さいメッシュに出現することが多

かった (p<0.(5) 。石)1 1 県 1~lll tJ也J或では，イ長JUJから WUJ

にかけてクマはお沿いの急傾斜地に発述している

本の多いJ品iyj-に定着し，これらを摂食することがllJ在認さ

れており (水野f'・ 3午前， 1985)，倒科q がIBJJ!.した{足跡、

昨部には食物となる草木知が分布していた可能性があ

る。また，後述するi'[JlJJと比較すると，春JUJは阿11/i1休と

もブナクラス域広葉樹林の割合が大きいメッシュに多く

出現する傾向にあり，制査位11本は前年に結実したブナや

ミズナラなどの 1.:結果~Ji，ブナなどの花序や業(橋本・ iむj

f剖， 1997) などといった，存WJのブナクラス域J1~葉樹林

に特有な食物を求めていた可能性がある。

2-2.夏期

個体 lの11¥J'JiメッシュはtWlNli 190mから600mの範1]11，

f活11本2，土;41向200mから670mの純IIlIにあった。 jf;?ようにi到

してi削[{il体の出現メッシュと行動隊j内部のメッシュには

法逃が認められ([削Ilil体ともρ<0.(1)， ilí; l%~ i¥'}j J也を111心

に活動していたと tff~ìJllJ :される o 1'M:.で‘は， 1むの11寺JUJと比

il皮してスギ、・ヒノキ人T~ネ(11811十三 1，ρ<0.(5)やアカ

マツ・広葉樹前交林の割合が大きいメッシュに出現する

ことが多かった(i何倒体ともρ<0.01)。認知にスギ林を

手IJJTJすることは1:1:1央アルブス北部においても報wされて

おり(本111ら， 1999)，ス午、・ヒノヰ人工林へのIH現械

!支がWI加することとクマハギ被;守には何らかの関係があ

ると考えられるc 朽木村のVlj1l!11に接する京都大学T#!:J:Wf 

押林ではクマがスギの本部を県立していることが雌認さ

れており(五行ら。 20(0)，i¥IIHH附14'は本自1¥を抗食する

ためにスギ・ヒノ今人L:1';!'を選択していたl可能性があ

る。しかし， i'ljil潟県のクマハギ発生地地で(土木部の摂食

が(i(!1;認されておらず(品目， 1989)，この11初出の食物と

して報告されている清水資し紫県知や見rtH到など(橋

本・ 1~~lît.JJl， 1997) がiLí; 1}~~1，'li Jfuに多く存在する可能性につ

いても検討が必裂であるつ
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2 -3.初秋期

1[，'i[体 1 の /J1JJ~ メッシニL(土佐{j句260mから750mの申立川，

11司体 2 は t~{ ，1，':j 290mから 710mの範IlJ I にあったじ初秋!Ul に

は撚，I，':j， Hi[l lミともに，ギrむ~{こ{1語ったメッシュにHlJJtする

傾向は認められなかったりこのことは移動が多く， 働カ

IVrでの滞在もしくは/J、さな移動が少なかったことを反映

しているc 秋JUH主総冬と繁舶のために栄認を諸政するIl!i'

JUJであることから(泌散ら， 1985cl)，本研究で、みられ

た初秋JVJ(7)移動は，食物が殺せ¥7'j: J品r~í' ;を求めていたもの

であった可能性が，¥追いc 秋JUJの食物のうち，皮 fJJ¥1)J方の

形成に絞もm裂な役割を来たすのは堅県類であり，その

lYJ;ltlはクマの行!]iJ)に大きな影響を t3・えるとされる(米間，

1996)ο 年によって移動する 11初出や純閥に逃いがみられ

たことは，行動開内における限来類の結実や分布にiF.

変動があることと，調斑11/i1体による食物の手IjJ!Jパターン

が年によって異なっていたことを示唆するものである。

2-4.秋期

11社f本1の出J)lメッシュは主主的)200mから930mの範1m，

個体 2は標的i200mから650mの純日l1にあった。移動述皮

50m/hl背後の/:11Jnメッシコーをみると， Fllij 1181Wとも隙1:71

500mより高いメッシュの上ヒネが会季節1:1"最も高かった。

側体 1では会出現メッシュ，移動速度50m/hTiiJf:去の出現

メッシュともに，関idzdのおいj友ir~r を j1!i択していたことが

示され，特にらOm/h以ドの移!fi}n狩設における出現メッシ

ュの撚向がiおかった(それぞれp<0.05，p<O.Ol)。↑肉

体 lの行動i巻!内部で線高500mより !?4い場所では，ブナ

クラス j成広葉樹林が75%の樹較を，~iめている。 jIRf与の目玉
い場所への出現が明力11し，特にi帯夜が地加したとみられ

ることや，移動JiliI:it50m/h以ドの移動前後における出現

メッシュにおけるブナクラス域広業樹林の割合が大きか

った (p<O.Ol) ことから，秋j羽の11司1*1にとってブナ

クラス域広葉樹林は主張!立の高い生息環境であったと考

えられた。 秋期におけるクマの女性はブナ， ミズナラ，

クリなどの1:誌来類に依存するとされ(橋本・雨期， 1997)， 

側交地で、はクリーミズナラitf:r~与の林内で多数の食:肢が観

された。初秋Jl)J，秋JtJJにおいて， 11母体 1の行動閣の

部が郡高の1f;jい南側に{立総していた (I:RI-3， 11， 5) 

のは，主にク 1)ーミズナラlt科書を多く合むメッシュに/1'，

JJlした結果である。ブナクラスJ戎広葉樹林の'1'で，ク

リ…ミズナラ1作訴は倒体 1にとって特に虫裂な生息環境

であったと孝えられる。

{潟村正 2については，ブナクラス域広葉樹林を集'1'して

平IJJ討する傾向はみられなかった。行動開内部のi'í![~J::.\liIJ {f

と移動述Il50m/hJユドの移動liir後における出現メッシュ

のも立~1'.\litlifに有志;な控が認められなかったことから， 1間
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体 2の行動隊i内部には， 1181体 1の行動簡におけるクリ

ミズナラ l洋誌にキII~する ~I:.迎、JJ;'Vf.1が比 '1皮的分散して存在

していたと与えられる。全H¥JJ!メッシュで、みるとアカマ

ツ・広東側品交林の~tfIJ{ìが大きいメッシュと，ヤブツバ

キクラス域能付j林の割合が小さいメッシュに多く il¥税

していたことが示された (lt 吋Fれも p<O.Ol) 。前j~ した

ように，秋JUJは1陸冬と鰐舶のために栄去さを諸積する 11寺JtJl

であるため， 11母体 2の行動l巻II)'J部においては，アカマ

ツ・広葉樹出交林が多くの食物を得ることのできる生息

環J~~ として手IJ刑されていたと考えられる

2-5.晩秋期

11羽体 1の/1j:fJiメッシュは主主i勾430mから710mの範矧，

111il体 2は撚(，')j400mから610mの純IlHにあり，それぞれ際

高が430m，400m より 11~いメッシュでは測定，点が記識さ

れなかった。冬眠したと考えられるメッシュの撚尚は，

19951ドから1996年にかけての1[M1本1が430m，1日H本2，ま

540m， 1996年から 1997ij'.にかけての側体 2が470m，

1997年から1998年にかけての111H本17)!標高710mで、あっ

tfli生をみると，ブナクラス域広業樹林の割合が大き

く，ヤブツバキクラスj-r&広東抄Ht;ヤスギ・ヒノキ人工林

のj1jl]-ffが 0，もしくはきわめて小さいメッシュに多く出

現する傾向が両例休に共通してみられた。 -)j，1[母体 l

の出現メッシュは{足跡;!f(:落の割合が大きく，アカマツ・

広葉制混交林の割合が小きかったのに対して，似体 2で

はj患の傾向がみられた。 t自，こみられた上記の特徴は冬

11民J1M9I'J司辺のメッシュにおいて開清であり，年による変

化はみられなかったことから，冬11民に|際してはある

の条fl'をil埼たした生息環境が必袈で、あると考えられた。

N.おわりに

本研究では調査1[lil1*の行動特性や生息環境利用が季節

によって兇なっていることと，その特徴をIVjらかにする

ことができた。しかし，近接する範1211に生息、する 2例体

の生息域境手IJJlJにみられたj患いが11母体の迷いに由来する

ものなのか，息JJ;!lJ~'~の迷いに E!J刊とするものなのか不明

であったことや，クマが生息J~!Jj~から得ているものにつ

いて，秋JtJJにおけるクリ…ミズナラIf下部の例Jj.、外は+1羽

であったことは検討課題として時された。これらを明ら

かにするには，利先wu散を柄やして給来の-般化につと

めるとともに，各守主節にクマが求めているifle:境謀議を質

とほのnllJ1Mから許制し，灘公私Idj~ を見 11\( --9必要がある。

具体的には，生息、環境内の食物ペヘ各生息環境の配i設

やf(fi政が行動に与える影響?を把+1，¥することが求められ

る。
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クマハキ、の予発去v炉約/正々一'H
ある辺立:J問哲部iにi謝3狗司/;)1交t叶{悩悶休がスギ.ヒノ今人1:林へ多く IHJJ!し

たJl!lrll;をlVJらかにすることは欠かせなし、延期に利JlJさ

れる食物は， flS: 1}~{山地に分散して分布しており，その分

布はスギ・ヒノキ人一仁林ともなZなっていると J号えられ

たc したがって，淵交JI1!におけるクマの食性をゆjらかに

して，年IIIJを!illじて食物が少ないと考えられてきたス

ギ・ヒノキ人r:林の食物環境を ftfi1'i'fllliする必張がある。

また，被;引き~ミ林分の特徴や被;与を党~I:させる 11M体の行

動q~H~I:の J巴}I11カ~{ijf究課 iill としてあ 11'られる。

クマなど大出動物の制査は多大な皆川とH寺111]がかかる

傾向にあるため，部ゴfE結来はj祈JI"的になりがちであるが，

科学的な部報に法づいた被害狩J!ll対策の実施や11，日体1n'盟主

悦体ilJlJの総立に向け， J二述したような調査を継続して'情

報を集積することが求められるc
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